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教科等研究会（中学校特別活動部会） 
令和３年度 研究活動のまとめ 

 

１ 研究テーマ  
 

 

 

 

 

２ 研究経過 

第１回 第２回 第３回 第４回 
期日 
６月 
１５日 

人数 
９名 

場所 
御船町立 
御船中学校 
 

期日 
８月 
３日 

 

場所 
各学校 
(リモート) 

内容 
上益城郡 
生徒会 
交流会 

期日 
１１月 
１９日 
 

場所 
益城町立 
益城中学校 

授業者 
天野佑紀 

教諭 

期日 
１１月 
２５日 
 

場所 
御船町立 
小坂小学校 

授業者 
角田香織 

教諭 

 

３ 研究の概要 

（１）研究の内容 

  ①主題設定の理由 

    これからの子どもたちには、予測困難な社会の変化に主体的に関わり、豊かな感性を持って自分

と周囲の人、各々の生き方を認め合いながら、よりよい社会、よりよい人生をどのように切り開い

ていくかを自ら考え、実践できる力を身に付けていくことが重要となる。 

    特別活動では、学級活動、児童会、生徒会活動、クラブ活動、学校行事等のよりよい集団活動を

通して、学校生活を送る上での基盤となる力や社会で生きて働く力を育てていく。よりよい集団活

動は、自分と異なる文化、習慣、生き方を認め合う土壌や協働性、集団への所属感、連帯感を育む

ことにつながる。それが学級文化、学校文化を醸成し、特色ある教育活動の展開を可能とする。 

    特別活動の目標に掲げられている「互いのよさや可能性を発揮しながら集団や自己の生活上の課

題を解決する」よりより集団活動の創造過程は、特別活動で育成する重要な資質・能力である「社

会参画力」、「人間関係形成力」、「自己実現力」を実践的に身に付けていくための重要な機会となる。 

    よりよい集団活動をめざして、話合い活動で合意形成された目標を基にして、一人一人が役割を

分担する協働活動は、互いのよさを集団の中で具体的に生かし、個性と集団を伸ばしていく集団活

動に他ならない。よりよい集団活動を創造していく活動を通して、「社会参画力」、「人間関係形成力」、

「自己実現力」が育成されているかという視点を明確にもって実践していくことが不可欠である。 

 

②サブテーマ 

ア 人間関係形成 

人間関係を自主的、実践的によりよいものへと形成していくために、よりよい集団活動の中で、

個人と個人、あるいは個人と集団という関係性を築いていくことが必要である。年齢や性別といっ

た属性考え方や関心、意見の違い等を理解した上で認め合い、互いのよさを生かすような関係をつ

くることが大切である。 

 

イ 社会参画 

社会参画の意識は、よりよい学級・学校生活づくりなど、集団や社会に参画し様々な問題を主体

的に解決していくために、自発的、自治的な活動を行い、個人が集団へ関与する中で育まれる。学

校は一つの小さな社会であると同時に、様々な集団から構成される。学校内の様々な集団における

活動に関わることが、地域や社会に対する参画、持続可能な社会の担い手となっていくことにもつ

ながっていく。 

 

ウ 自己実現 

現在及び将来の自己の生活の課題を発見し、よりよく改善しようとする集団活動を通して、自己

のよさや可能性を集団の中で生かし、試していくことで、自己理解が進み、自己のよさを生かす力、

自己の在り方生き方を考え設計する力などが育まれる。 

 

互いのよさを出し合うことで、自主的・実践的に課題解決する特別活動 

～社会参画、人間関係形成、自己実現のねらいを明確にした集団活動の創造を通して～ 
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（２）成果と課題（○：成果 ●：課題） 

○各学校の特色のある生徒会活動について、学校のリーダー同士で情報交換ができ、生徒の視野を広

げるよい機会となった。 

○リモート形式の生徒会交流会ではあったが、発表や質疑、また、各校同士の返しを通して、交流会

に参加した生徒の自己肯定感を高めることにつながった。 

○小学校高学年と中学校、それぞれの学級会の活動を参観できたことで、それぞれの実態をとらえる

よい機会となった。 

○これまで引き継いできた受験に向けての学級活動を、昨年度の、学級会による実践を踏まえて実践

したことで、生徒の主体性を高める具体的な取組を検討することができた。 

○学級会の授業を通して、合意形成に向けた具体的な手立てについて学び合うとともに、討議を通し

てよりよい実践方法へと深めることができた。 

○授業者が、「板書型指導案」により授業を提案したことで、新たな形式の構想案について学び会うこ

とができた。 

●生徒会交流会は、リモートではできることが限られてくるため、可能な限り、会場に集まっての交

流会の実施を進めていきたい。 

●生徒が「互いのよさを出し合う」ために授業者が具体的な手立て実践していけるよう、視点を手立

てにしぼって研究を深めていく必要がある。 

●様々な学習構想案の形式について研究していく必要がある。 

 

４ 実践事例 

 （１）生徒会交流会（ＺＯＯＭを用いてオンラインで実施） 

   １、開会、挨拶 

   ２、実践報告（各学校の参加生徒より実践発表５分、他校の参加生徒より、質疑５分） 

 蘇陽中→嘉島中→御船中→木山中→益城中→甲佐中→矢部中→清和中 

３、参加者感想発表（各校から代表者１名） 

４、講評、閉会 

   ５、事後活動：感想を記入し、本部に提出。全参加者の感想をまとめた用紙を本部より各校に配付 

 

（２）授業の概要 

単元の目標 （１） 学級や学校の生活上の諸問題を話し合って解決することや他者と協働して取り組

むことの大切さを理解し，合意形成の手順や活動の方法を身に付ける。 

（２）学級や学校の生活をよりよくするための課題を見いだし，解決するために話し合

い，多様な意見を生かして合意形成を図り，協働して実践することができる。 

（３）生活上の諸問題の解決や，協働し実践する活動を通して身に付けたことを生かし，

学級や学校における人間関係をよりよく形成し，他者と協働しながら日常生活の

向上を図ろうとする態度を養う。 

単元終了時の 

生徒の姿 

自己の役割を意識し，学級会等の話合いで合意形成したことをもとに，みんなで協力

し，進んで活動に取り組むことができる生徒 

単元を通した 

学習課題 

受験に向けて学級生活をよりよくする。 

働かせる 

見方・考え方 

よりよい学級・学校生活づくりなど，集団や社会に参画し，様々な問題を主体的に解

決しようとすること。 

生徒の実態 （資質・能力に関して）学級をよりよくするために，話合を通して考えたいという思い

や，学級会で決まったことにみんなで取り組みたいという思いを抱いている生徒が多い。

一方で，なかなか学級会で意見を発表できなかったり，決まったことにも積極的に取り

組めなかったりする生徒もいるので，日記や学級会の記録綴り等を活用し，学級のみん

なの思いを拾い上げたり，少数意見の取扱に配慮したりしていく必要がある。 

（学びに関して）学級会が好きであり，みんなで話合いをして意見がまとまっていくこ

とに喜びを感じている生徒が多い。また，自分の意見を最後まで主張するわけではなく，

友だちの意見を聞いてよりよい意見へと考えを変えることもでき，学級全体としての意

見をまとめていくという意識も高い。そこで，折合をつける際の技能的な面や，少数意

見だった意見の扱い方等を，学級の執行部を中心にしながら丁寧に取り扱わせていく必

要がある。 
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指導上の 

留意点 

〇話し合う内容（学級や学校の諸問題）は生徒自身が見つけ、決定させる。 

〇生徒に、話合いの前に熟考させて、自分の意見をしっかりともたせ、話し合いの見通

しを立てて参加させる。 

〇意見が多くなりすぎないように、考える視点をもたせる。 

〇話し合いにおける基本姿勢 

①発言を受け入れて（否定しないで）理解しよう。 

②簡潔にわかりやすく伝えよう。 

③全員が意見を出せるようにしよう。 

④共感や考えの変化を伝えあおう。 

 を理解させたうえで、「熟慮」と「討議」を重ねながら課題解決を図らせる。 

〇集団の考えの発展・統合、合意形成、納得を図らせる。 

〇話し合いで決定した実践事項の反省・改善を行わせる。 

授業者自評 ・今回授業を通して、自分の思っていた結論までいかなかったのが反省点である。 

・司会の子は生徒会長で、うまくやってくれていた。「具体的にどういうことをすべきか」

というところまで、いき着かなかった。 

・「なぜ、寝てはいけないのか。」という自分の思いを伝えてくれた子は、素直に伝えて

くれていたと思う。議論が議題からずれてしまったが、普段は余り発言をしない子た

ちがよく自分の想いを伝えてくれて良かった。周りの子が、自分の考えを返してくれ

て良かった。 

協議より ・自分の考える時間をどのようにとるかを考えた。 

・事前に「自分にできることは何か」を考える時間をとる。 

・話し合い活動の中で、みんなの意見を聞いた後にもう一度考える時間をとった後に、 

「自分達に何ができるか」を考える時間をとるのがいいのではないかという話になった。 

・課題があって、課題を解決するために議題があるという順番がいいのではないか。 

・議題を具体的に「何のために集中するのか」と設定するといいのではないか。 

・自分自身の意見を持ったうえで、全体で意見共有ができるといいのではないか。 

・学級目標に立ち返ってみるなど、自分自身のために何ができるか考えていくことが大

切である。 

まとめ 

蘇陽南小学校 

永田裕通 

校長先生 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

矢部中学校 

冨士川晶三 

校長先生 

 

嬉しかったことは、生徒が司会進行して話し合い活動を行い、主体的に学級会をやっ

てくれていたことが嬉しい。若干ふざけているように見えるが、大事なところでは話を

しっかり聞いている。司会者の切り返しも会を運営するうえでいい切り返しだった。 

もったいなかった点は、提案理由を述べてほしかった。また、本時の流れが不明であ

った。 

内容１なのか内容３なのか、あやふやになっている。たとえば「みんながどんな不安

を持っているのか」という事を出し合ってもよかったと思う。内容３の中で、自分自身

が「寝ないようにしよう。」という思いを持てるならそれでもよかった。内容１の合意形

成なのであれば、「授業を盛り上げるために、自分達に何ができるか」を考えてもよかっ

た。一人一人が焦ったり、受験に向かって不安に思うこともあるだろうが、お互いに頑

張ろうという視点につながっていけば、楽しい取組ができるのではないかと思う。中学

校の学活をなかなか見る機会がないので、今日は見れて良かった。 

 

忙しい時期ではあるが、無理を承知で授業者をお願いしたところである。 

目立ったのは、司会の子のリーダーとしての力が素晴らしかった。 

本日参加の先生方が質問された次の４点が、やはり自分も気になった。 

①合意形成の場で意見が偏ったりすることもある。だから、提案理由や学級目標に沿

っているか、実戦可能であるか等、判断するために立ち返る物が必要となる。 

②事前の準備が大切だと思う。事前の運営委員会で大枠を決めておいて良いと思う。 

③パターン化し、学活の一連の流れを示しておくことが大事だと思う。 

④話合で大事なのは、決まったことではなく、その後の実践と検証である。 

最後に、大変忙しい時期に今回の実践授業をしていただき、大変ありがたかった。 

  

 

 

 

-99- 



（３）板書型指導案 

 

 
 

-100- 


